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奥
沢
康
正
著

『
眼
病
に
効
く
温
泉
」

本
書
は
長
年
眼
科
領
域
の
医
学
史
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
奥
沢
氏

の
手
に
な
る
、
眼
病
治
療
の
た
め
の
温
泉
案
内
書
で
あ
る
。
著
者
に
よ

る
と
、
現
在
「
目
の
湯
」
と
し
て
宣
伝
し
て
い
る
温
泉
は
数
カ
所
し
か

な
い
と
い
う
。
「
目
の
湯
」
は
、
か
つ
て
ト
ラ
コ
ー
マ
を
は
じ
め
と
す

る
流
行
性
眼
病
の
患
者
が
押
し
か
け
た
た
め
に
、
む
し
ろ
二
次
感
染
の

危
険
も
大
き
く
、
温
泉
に
よ
る
眼
病
治
療
を
禁
ず
る
自
治
体
も
あ
っ
て

急
速
に
衰
退
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
眼
科
医
で
あ
る
著
者
が
あ
え
て
眼
病
治
療
の

た
め
の
湯
治
を
勧
め
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
抗
生
剤
の
普
及
し
た
現
代
、

眼
疾
患
は
か
つ
て
の
よ
う
な
流
行
性
眼
病
よ
り
も
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
眼
精
疲
労
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
治

療
は
「
目
が
疲
れ
て
い
る
」
と
い
う
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
温
泉
を
利
用
し
た
自
然
療
法
を
見
直
そ
う
と
い
う
の
が

著
者
の
主
張
な
の
で
あ
る
。
湯
治
場
で
は
入
浴
し
て
全
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
る
他
、
温
泉
に
浸
し
た
タ
オ
ル
で
目
を
覆
っ
「
温
熱
療
法
」
や
、
ま

ぶ
た
を
閉
じ
た
ま
ま
三
分
間
、
三
回
温
浴
す
る
方
法
を
勧
め
て
い
る
。

さ
て
、
本
書
の
構
成
で
あ
る
が
、
Ｉ
で
温
泉
が
過
去
の
歴
史
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
に
眼
病
治
療
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を
説
き
、
Ⅱ
で
は
著
者

が
所
蔵
す
る
近
代
の
温
泉
絵
は
が
き
の
紹
介
（
画
像
は
添
付
の
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ

Ｏ
Ｍ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
、
Ⅲ
で
自
ら
の
足
で
集
め
た
全
国
の
眼
病
に
効

く
温
泉
の
情
報
を
、
各
温
泉
ご
と
に
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
つ
つ

綴
る
。
最
終
章
Ⅳ
は
、
温
泉
別
の
参
考
資
料
一
覧
と
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
の
眼
病
治
療
と
い
う
側
面
か
ら
温
泉
史
を
論
じ
た
部
分
は
、
従
来

温
泉
史
研
究
そ
の
も
の
に
研
究
蓄
積
が
少
な
い
中
で
、
貴
重
な
研
究
と

い
え
よ
う
。
こ
の
歴
史
に
関
す
る
記
述
は
、
Ⅱ
の
絵
は
が
き
の
画
像
に

よ
っ
て
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
の
近
代
日
本
の
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
湯
治
文
化
を
視
覚
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
こ
の
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
よ
っ
て
眼
精
疲

労
が
進
ま
な
い
よ
う
に
と
い
う
著
者
の
配
慮
だ
ろ
う
か
、
画
像
の
背
景

に
、
美
し
い
日
本
歌
曲
の
独
唱
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ
で
は
、
こ
う
い
っ
た
歴
史
的
な
温
泉
の
現
況
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
あ
る
。
著
者
は
す
で
に
廃
業
と
な
っ
た
温
泉
や
、
そ
も
そ
も

営
業
化
も
さ
れ
て
い
な
い
〃
小
さ
な
穴
〃
同
然
の
温
泉
ま
で
踏
破
し
て

い
て
、
そ
の
精
力
的
な
調
査
活
動
に
は
改
め
て
敬
服
さ
せ
ら
れ
る
。
聞

き
取
り
調
査
に
お
け
る
、
著
者
と
現
地
の
人
々
と
の
や
り
と
り
も
、
地

方
の
温
泉
場
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
て
ま
た
楽
し
い
。
著
者
が
言
う

温
泉
の
癒
し
効
果
に
は
、
地
元
の
人
と
の
こ
の
よ
う
な
ふ
れ
あ
い
も
含

ま
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
一
言
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
正
直
言
っ
て
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

っ
て
い
ち
い
ち
画
面
操
作
を
し
な
が
ら
画
像
を
見
る
の
は
、
昔
気
質
の

私
に
は
少
々
面
倒
な
作
業
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
価
格
の
書

籍
で
こ
れ
だ
け
多
く
の
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

や
は
り
あ
り
が
た
い
。
医
学
史
関
連
図
版
の
専
門
書
も
、
こ
れ
か
ら
は

本
書
の
よ
う
に
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
化
す
る
こ
と
で
、
価
格
的
に
入
手
し
や

す
い
も
の
に
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
の
医
学
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〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五

’
七
五
一
’
一
七
八
一
、
二
○
○
四
年
三
月
、
Ａ
五
判
、
七
四
頁
、

本
体
価
格
二
五
○
○
円
〕

史
図
書
出
版
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
書
で
も
あ
る
。

徳
川
将
軍
の
日
光
参
詣
に
使
わ
れ
た
日
光
道
中
壬
生
通
り
を
も
つ
栃

木
県
壬
生
町
で
は
、
約
十
年
に
わ
た
っ
て
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
中

心
と
な
っ
て
、
蘭
学
を
学
び
奨
励
し
た
人
々
も
歩
い
た
こ
の
道
を
軸
に
、

郷
土
の
先
覚
者
の
息
吹
を
新
し
く
ほ
り
起
こ
し
て
き
た
。
こ
の
た
び
そ

れ
ら
の
事
績
を
ま
と
め
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
み
ぶ
蘭
学
人
あ
ら
わ
る
」

を
刊
行
し
た
。

二
十
二
頁
の
小
冊
子
な
が
ら
藩
主
と
学
問
、
西
洋
医
学
の
導
入
者
・

斎
藤
玄
昌
、
壬
生
の
解
剖
、
種
痘
実
施
の
医
人
、
蘭
学
通
り
の
名
医
た

ち
な
ど
、
医
史
に
か
か
わ
る
史
実
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
も
り
こ
ま
れ
、
非

常
に
有
益
な
出
版
物
と
な
っ
て
い
る
。

（
中
西
淳
朗
）

〔
壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
〒
三
一
二
’
○
二
二
五
栃
木
県
壬
生

町
本
丸
一
’
八
’
三
三
、
電
話
○
二
八
二
’
八
二
’
八
五
四
四
、
一

壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館

ら
ん
が
く
び
と

『
み
ぶ
蘭
学
人
あ
ら
わ
る
」

（
鈴
木
則
子
）

日
本
学
校
保
健
会
編

「
日
本
学
校
保
健
会
八
十
年
史
」

学
校
保
健
の
淵
源
は
明
治
三
十
一
年
の
勅
令
「
全
国
の
公
立
学
校
に

学
校
医
を
置
く
」
に
あ
る
。
明
治
初
期
に
は
コ
レ
ラ
、
天
然
痘
等
の
伝

染
病
予
防
、
学
校
設
備
の
衛
生
、
生
徒
ら
の
休
退
学
、
病
弱
化
の
防
止
、

後
期
に
い
た
り
学
校
衛
生
顧
問
の
活
動
、
学
校
清
潔
法
、
学
校
伝
染
病

予
防
、
身
体
検
査
、
学
校
医
な
ど
の
諸
規
定
が
公
布
さ
れ
学
校
衛
生
の

基
礎
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
最
も
功
績
の
あ
っ
た
の
は
、
明
治
二

十
四
年
文
部
省
学
校
衛
生
事
項
取
調
嘱
託
に
命
ぜ
ら
れ
た
三
島
通
良
で

あ
る
。
明
治
三
十
六
年
に
雑
誌
「
学
校
衛
生
」
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。

大
正
期
と
な
り
、
同
二
年
に
大
日
本
学
校
衛
生
協
会
が
結
成
さ
れ

「
日
本
学
校
衛
生
」
を
機
関
誌
と
し
て
創
刊
し
、
学
校
衛
生
の
啓
蒙
に

供
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
に
は
第
一
回
学
校
衛
生
協
議
会
を
開
催
し
、

学
校
衛
生
の
組
織
的
活
動
基
盤
を
確
立
し
た
。

本
書
で
は
明
治
大
正
期
に
つ
い
て
は
略
述
さ
れ
て
お
り
、
掘
り
下

げ
て
検
索
す
る
と
き
に
は
学
制
発
布
百
年
を
記
念
し
て
発
刊
さ
れ
た

「
学
校
保
健
百
年
史
」
（
昭
和
四
七
年
刊
）
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
正
九
年
に
大
日
本
衛
生
協
会
を
母
体
と
し
て
帝
国
学
校
衛
生
会

が
発
展
的
に
誕
生
し
た
。
敗
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
に
は
日
本
学
校

衛
生
会
と
な
り
、
同
二
十
九
年
に
日
本
学
校
保
健
会
と
な
り
、
こ
の

冊
．
二
○
○
円
、
送
料
は
三
冊
ま
で
一
八
○
円
、
現
金
書
留
も
し
く
は

郵
便
振
替
で
申
込
〕


